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摂食嚥下リハビリテーション学分野 
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3) Sirima Kulvanich, Makoto Inoue: Function and 

Food Items of Elderly at Nursing Homes, Symposium

Ⅱ: How Do We Understand and Treat Chewing and 

Swallowing Problems in the Elderly?, 

International Collaborative Symposium on 

Development of Humam Resources in Practical Oral 

Health and Treatment, Novotel Phucket Resort 

Hotel (Phuket), Thailand, 2019.2.10. 

4) Midori Yoshihara, Kouta Nagoya, Naru Shiraishi, 

Jin Magara, Takanori Tsujimura, and Makoto Inoue: 

Long-Lasting TRPV1 Activation Causes Impairment 

of Swallowing Initiation in Anesthetized Rats, 

SymposiumⅡ : How Do We Understand and Treat 

Chewing and Swallowing Problems in the Elderly?, 

International Collaborative Symposium on 

Development of Humam Resources in Practical Oral 

Health and Treatment, Novotel Phucket Resort 

Hotel (Phuket), Thailand, 2019.2.10. 

5) Makoto Inoue: Overview of Dysphagia- What Can We 

Do for Elderly Dysphagic Patients?, Symposium

Ⅱ: How Do We Understand and Treat Chewing and 

Swallowing Problems in the Elderly?, 

International Collaborative Symposium on 

Development of Humam Resources in Practical Oral 

Health and Treatment, Novotel Phucket Resort 

Hotel (Phuket), Thailand, 2019.2.10. 

6) Takanori Tsujimura, Makoto Inoue: Involvement of 

hypoglossal and recurrent laryngeal nerves on 

swallowing pressure, The third Japan-Korea Joint 

Symposium, Tohoku University (Sendai), Japan, 

2018.9.7. 

7) Makoto Inoue: Latest Research on the Association 

Between Deglutition and Aging. Mastication and 

Deglutition of Geriatric Patients: Mechanisms 

and Practice. 2018 IADR/PER, ExCeL London 

(London), UK, 2018.7.25. 

8) 井上 誠：摂食嚥下障害に求められる食品とは何か．

第 8 回口腔保健用機能性食品研究会，新潟大学駅南

キャンパスときめいと（新潟県・新潟市），2019 年

2 月 17 日． 

9) 阿志賀大和：食べるに関わる『意識』の視点から．

日本顎口腔機能学会第61回学術大会59 回学術大会

優秀賞受賞者企画シンポジウム「咀嚼筋・舌圧・意

識から考える摂食嚥下」，日本歯科大学歯学部九段

ホール（東京都・千代田区）， 2018 年 9 月 29-30

日． 

10) 井上 誠：Peripheral receptive mechanisms of 

swallowing initiation. 第 60 回歯科基礎医学会学

術大会メインシンポジウム 4 食に関わる運動・感覚

の生理学，九州大学病院キャンパス百年講堂（福岡

県・博多市），2018 年 9 月 6 日． 

11) 吉原 翠, 鈴木 拓，那小屋公太, 辻村恭憲，井上 

誠:嚥下反射の誘発に関わる末梢の受容機構．第 60

回歯科基礎医学会学術大会アップデートシンポジウ

ム，九州大学病院キャンパス百年講堂（福岡県・福

岡市），2018 年 9 月 5-7 日．Journal of Oral 

Biosciences Supplement (2187-2333)2018 巻 

Page98(2018.09)． 

12) 伊藤加代子：歯科大学・大学歯学部における老年歯

科医学の講義・実習の実態 2017．日本老年歯科医学

会第 29 回学術大会教育問題シンポジウム老年歯科

医学の卒前教育の実態はどうなっている？，きゅり

あん（東京都・品川区），2018 年 6 月 22-23 日． 

 

【招待講演・シンポジウム（学術大会以外）】 

1） 井上 誠：それって本当？摂食嚥下リハビリテー

ション．札幌市歯科医師会所員・担当医研修会，札

幌歯科医師会館（北海道・札幌市），2019 年 3 月 16

日． 

2） 井上 誠：高齢者の『食べる』を支援する ー 歯

科関係者と介護関係者ができること ー．和歌山県保
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険医協会講演会，和歌山県勤労福祉会館プラザホー

プ（和歌山県・和歌山市），2019 年 2 月 23 日． 

3） 井上 誠：口腔機能からみた摂食嚥下障害への取り

組み．第 7 回新潟市医師会地域医療研究助成発表会

特別講演，新潟大学有壬記念館（新潟県・新潟市），

2019 年 1 月 26 日． 

4） 井上 誠：噛むこと・飲み込むこと．新潟大学市民

公開講座「食べることは元気のもと」，新潟大学駅

南キャンパスときめいと（新潟県・新潟市），2019

年 1 月 19 日． 

5） 井上 誠：歯科医にとっての摂食嚥下障害に対する

取り組みの「今」と「未来」を考える．2018 年度第

9 回未来院長塾未来院長塾，グランフロント大阪ナ

レッジサロン（大阪府・大阪市），2018 年 11 月 25

日． 

6） 真柄 仁，坂井 遥：脳卒中患者への口腔ケア 難

症例の問題点とその対応，第 24 回 新潟県脳外科看

護研究会，新潟大学医歯学総合病院（新潟県・新潟

市），2018 年 11 月 17 日． 

7） 井上 誠：超高齢社会における食支援を考える．

フードメッセ in にいがた 2018 セミナー，朱鷺メッ

セ新潟コンベンションセンター（新潟県・新潟市），

2018 年 11 月 8 日． 

8） 伊藤加代子：食事介助のポイントと摂食嚥下の仕組

みについて，常陽会研修会，江南区公民館（新潟県・

新潟市），2018 年 11 月 9 日． 

9） フードメッセ 

10） 伊藤加代子：口腔ケア・食事介助の基本を学ぶ．平

成 30 年度口腔ケア研修会，新潟県社会福祉協議会，

新潟ユニゾンプラザ（新潟県・新潟市），2018 年 11

月 1 日． 

11） 渡邊賢礼：摂食嚥下障害と管理栄養士．第 2 回在宅

訪問管理栄養士人材育成研修会，新潟ユニゾンプラ

ザ（新潟県・新潟市），2018 年 9 月 14 日． 

12） 井上 誠：摂食嚥下リハビリテーションの 新知見．

新潟リハ 9 月定例勉強会，みどり病院（新潟県・新

潟市），2018 年 9 月 3 日． 

13） 伊藤加代子：「食べるを支える」関係職種の連携に

ついて-よりよい連携体制の構築に向けて-，魚沼圏

域歯科保健地域連携推進事業「食べるを支える」関

係者研修会，魚沼市小出郷福祉センター（新潟県，

魚沼市），2018 年 8 月 25 日． 

14） 那小屋公太, 辻村恭憲：スタンダード摂食嚥下. と

やの中央病院研修会, とやの中央病院(新潟県新潟

市), 2018 年 8 月 21 日． 

15） 渡邊賢礼：小児・障害児の摂食嚥下の基礎知識，愛

知県歯科衛生士会 平成 30 年度研修会，名古屋医健

スポーツ専門学校（愛知県・名古屋市），2018 年 8

月 19 日． 

16） 伊藤加代子：口腔の健康と QOL 向上を目指して－口

腔乾燥症，味覚障害，口腔機能低下への対応－，平

成 30 年度秋田県歯科医師会学術講演会，秋田県歯科

医師会館（秋田県，秋田市），2018 年 7 月 22 日． 

17） 井上 誠：摂食嚥下の臨床．新潟県歯科医師会認定

障害者診療医養成事業，新潟県歯科医師会館（新潟

県・新潟市），2018 年 7 月 8 日． 

18） 伊藤加代子：口腔乾燥に伴う不快症状を軽減するた

めに，がん治?における口腔支持?法のための口腔乾

燥症評価マニュアル完成記?講演会，新潟大学歯学部

講堂（新潟県，新潟市），2018 年 7 月 7 日． 

19） 井上 誠：口腔機能を考えた摂食嚥下リハビリテー

ションの臨床．第 2645 回診療協議会，浜松医療セン

ター（静岡県・浜松市），2018 年 4 月 19 日． 

 

【学会発表】 

1） Midori Yoshihara, Takanori Tsujimura, Makoto 

Inoue: Continuous laryngeal TRPV1 activation 

modulates swallowing initiation in anesthetized 

rats. The 9th FAOPS congress in conjunction with 

the 96th Annual meeting of the Physiological 

Society of Japan, Kobe Convention Center (Kobe), 

Japan, 2019.3.28-29. 

2） Jin Magara, Masahiro Watanabe, Takanori 

Tsujimura, Makoto Inoue: Exploring the effects of 

thermal tongue stimulation on cortical 

excitability in the human pharyngeal motor 

pathways. Dysphagia Research Society (DRS) 27th 

Annual Meeting，Wyndham San Diego Bayside (San 

Diego), USA, 2019.3.7-9. 

3） Naru Shiraishi, Kouta Nagoya, Takanori Tsujimura, 

Makoto Inoue: Development of a rat model for 

studying the behavioral assessment of dysphagia. 

Dysphagia Research Society (DRS) 27th Annual 

Meeting，Wyndham San Diego Bayside (San Diego), 

USA, 2019.3.7-9. 

4） Masahiro Watanabe: Does black pepper oil 

inhalation induce the short-term excitability on 

pharyngeal motor system?, 2019 International 

Niigata-Taiwan Universities Collaborative 

Dental Research Symposium, Great Skyview 

(Taipei), Taiwan, 2019.3.9.  

5） Takanori Tsujimura, Makoto Inoue: Hypoglossal 

and recurrent laryngeal nerves are involved in 

swallowing pressure generation in anesthetized 

rats. Neuroscience 2018，San Diego Convention 

Center (San Diego), USA, 2018.11.3-7. 
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6） Midori Yoshihara, Taku Suzuki, Kouta Nagoya, 

Takanori Tsujimura, Makoto Inoue: Modulation of 

initiation of swallows evoked by continuous 

laryngeal TRPV1 activation in anesthetized rats. 

Neuroscience 2018，San Diego Convention Center 

(San Diego), USA, 2018.11.3-7. 

7） Jin Magara, Masahiro Watanabe, Takanori 

Tsujumura, Shaheen Hamdy, Makoto Inoue: 

Measurement of hyoid muscle activity and hyoid 

bone position during tongue lift movement. 8th 

ESSD congress, Aviva Stadium (Dublin) Ireland, 

2018.9.28-29. 

8） Masahiro Watanabe, Jin Magara, Makoto Inoue: 

Black pepper oil inhalation induces short-term 

excitability on pharyngeal motor system in 

healthy humans. 8th ESSD congress, AVIVA Stadium 

(Dublin) Ireland, 2018.9.25-29. 

9） Eri Takei, Rumiko Maeda, Jin Magara, Takanori 

Tsujimura, Ryosuke Takeishi, Makoto Inoue: 

Influence of age on eating behaviors and bolus 

properties of steamed rice. 8th ESSD congress, 

Aviva Stadium (Dublin) Ireland, 2018.9.28-29. 

10） Midori Yoshihara, Taku Suzuki, Kouta Nagoya, 

Naru Shiraishi, Jin Magara, Takanori Tsujimura, 

Makoto Inoue: Effect of continuous laryngeal 

TRPV1 activation on initiation of swallowing in 

anesthetized rats. 第 23 回日本摂食嚥下リハビリ

テーション学会学術大会, 仙台国際センター（宮城

県，仙台市），2018 年 9 月 8-9 日． 

11） Masahiro Watanabe, Jin Magara, Makoto Inoue：

Does black pepper oil inhalation induce the 

excitability on pharyngeal motor system? 3rd 

Japan Korea Joint Symposium, Tohoku University 

Centennial Hall (Sendai) Japan, 2018.9.7. 

12） Kouta Nagoya, Shiro Nakamura, Tomio Inoue, 

Makoto Inoue: Functional properties of 

Phox2b-expressing neurons located in the 

brainstem for chewing. 3rd Japan Korea Joint 

Symposium, Tohoku University Centennial Hall 

(Sendai) Japan, 2018.9.7. 

13） Takanori Tsujimura, Midori Yoshihara, Taku 

Suzuki, Kouta Nagoya, Makoto Inoue： ENaC is 

involved in the initiation of mechanically evoked 

swallow. 96th General Session of the IADR，ExCel 

London Convention Center (London), England, 

2018.7.25-28. 

14） 那小屋公太, 真柄 仁, 辻村恭憲, 井上 誠：病院

から施設まで介入を継続している心原性脳塞栓症の

一例, 第 42 回日本嚥下医学会総会ならびに学術講

演会, 久留米シティプラザ(福岡県, 久留米市), 

2019 年 3 月 8-9 日, 第 42 回日本嚥下医学会総会な

らびに学術講演会プログラムおよび予稿集

Page202. 

15） 伊藤加代子，辻村恭憲，真柄 仁，井上 誠：介護

食品および介護食器具等に関する情報提供，第 32

回日本口腔リハビリテーション学会学術大会，神戸

芸術センター・芸術劇場（兵庫県，神戸市），2018

年 11 月 10-11 日，プログラム抄録集 Page61 

16） 船山さおり，伊藤加代子，井上 誠：当味覚外来に

おけるプロマック亜鉛製剤の利用状況について，第

32 回日本口腔リハビリテーション学会学術大会，神

戸芸術センター・芸術劇場（兵庫県，神戸市），2018

年 11 月 10-11 日，プログラム抄録集 Page41 

17） 安田昌代，伊藤加代子，船山さおり，濃野 要，金

子 昇，井上 誠：口腔乾燥感をもたらす要因の検

討，平成 30 年度新潟歯学会第 2 回例会，新潟大学歯

学部講堂（新潟県，新潟市），2018 年 11 月 10 日，

新 潟 歯 学 会 雑 誌  (0385-0153)48 巻 2 号 

Page123-124(2018.12)． 

18） 篠原千鶴子，伊藤加代子，高松 潔，小川真理子，

濃野   要，船山さおり，片倉 朗，野村武史，井上 

誠：更年期の婦人科受診患者における Quality of 

life に影響する因子の検討，第 33 回日本女性医学

学会学術集会，長良川国際会議場（岐阜県，岐阜市），

2018 年 11 月 3-4 日，抄録未収録 

19） 船山さおり，伊藤加代子，井上 誠：味覚外来の臨

床統計，日本味と匂学会第 52 回大会，大宮ソニック

シティ―（埼玉県，大宮市），2018 年 10 月 29-31

日，プログラム予稿集 Page79 

20） 竹井絵理，竹井 亮，鷲尾英明，真柄 仁，辻村恭

憲，井上 誠：米菓摂取時の筋活動と食塊物性，日

本咀嚼学会第 29 回学術大会，まつもと市民芸術館

（長野県，松本市），2018 年 10 月 13-14 日，プロ

グラム抄録集 Page25． 

21） 船山さおり，伊藤加代子，井上 誠：新潟大学医歯

学総合病院「味覚外来」患者の臨床統計，第 31 回日

本口腔・咽頭科学会総会ならびに学術講演会，愛知

県産業労働センター ウインクあいち（愛知県，名

古屋市），2018 年 9 月 13-14 日，口腔・咽頭科 

(0917-5105)，31 巻 3 号 Page380(2018.08) 

22） 安田昌代，伊藤加代子，船山さおり，濃野 要，金

子 昇，井上 誠：口腔乾燥感での受診行動に関す

る要因解析-Web 調査を用いて-，第 24 回日本摂食嚥

下リハビリテーション学会学術大会，仙台国際セン

ター（宮城県，仙台市），2018 年 9 月 8-9 日，第 24

回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会抄
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録集 Page626．  

23） 渋木 瞳，真柄 仁, 井上 誠：身体的フレイル患

者に対する歩行機能訓練は口腔嚥下機能を改善する

か？，第 24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会

学術大会，仙台国際センター（宮城県，仙台市），

2018 年 9 月 8-9 日，第 24 回日本摂食嚥下リハビリ

テーション学会学術大会抄録集 Page607． 

24） 真柄 仁，笹 杏奈，辻村恭憲，竹石龍右，井上 

誠：摂食嚥下障害の臨床普及に向けて 第 3 報 摂食

嚥下治療登録医養成事業の展開, 第 24 回日本摂食

嚥下リハビリテーション学会学術大会，仙台国際セ

ンター（宮城県，仙台市），2018 年 9 月 8-9 日，第

24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大

会抄録集 Page546． 

25） 鈴見梨紗，伊藤加代子，山野井澄江，別府 茂，秋

元幸平，田辺英児，井上 誠：「食の支援ステーショ

ン」来訪者の疾患別ニーズに関する調査，第 24 回日

本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，仙台

国際センター（宮城県，仙台市），2018 年 9 月 8-9

日，第 24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学

術大会抄録集 Page536． 

26） 竹井絵理，前田留美子，真柄 仁，辻村恭憲，竹石

龍右，井上 誠：米飯摂取時の食塊物性と筋活動様

式に関する若年者と高齢者の比較，第 24 回日本摂食

嚥下リハビリテーション学会学術大会，仙台国際セ

ンター（宮城県，仙台市），2018 年 9 月 8-9 日，第

24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大

会抄録集 Page452． 

27） 尾崎康子，尾崎豊実，高井 晃，辻村恭憲，井上 

誠：訪問歯科医のミールラウンドへの参加とその重

要性, 第 24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学

会学術大会，仙台国際センター（宮城県，仙台市），

2018 年 9 月 8-9 日，第 24 回日本摂食嚥下リハビリ

テーション学会学術大会抄録集 Page440． 

28） 坂井 遥, 鈴見梨紗, 伊藤加代子, 真柄 仁，辻村

恭憲, 井上 誠：急性期病院における摂食嚥下障害

患者の経口摂取状態に関連した因子分析，第 24 回日

本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，仙台

国際センター（宮城県，仙台市），2018 年 9 月 8-9

日，第 24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学

術大会抄録集 Page412． 

29） 阿志賀大和，真柄 仁，竹石龍右，辻村恭憲，井上 

誠：頭頸部伸展位が咀嚼嚥下の動態に及ぼす影響，

第 24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術

大会，仙台国際センター（宮城県，仙台市），2018

年 9 月 8-9 日，第 24 回日本摂食嚥下リハビリテー

ション学会学術大会抄録集 Page368． 

30） 砂田悠香子，真柄 仁，竹石龍右，辻村恭憲，井上 

誠：舌挙上運動時の舌骨筋活動と舌骨位の評価，第

24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大

会，仙台国際センター（宮城県，仙台市），2018 年

9 月 8-9 日，第 24 回日本摂食嚥下リハビリテーショ

ン学会学術大会抄録集 Page365． 

31） 竹井絵理，辻村恭憲，真柄 仁，井上 誠：ゼリー

食品摂取の生理学的評価 -臨床への適用を考える-，

第 24 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術

大会，仙台国際センター（宮城県，仙台市），2018

年 9 月 8-9 日，第 24 回日本摂食嚥下リハビリテー

ション学会学術大会抄録集 Page342． 

32） 笹 杏奈，渡邊賢礼，井上 誠：聴神経腫瘍術後に

脳出血を発症し摂食嚥下障害を認めた 1 症例，第 30

回日本嚥下障害臨床研究会，神戸国際会議場（兵庫

県，神戸市），2018 年 7 月 7‐8 日，日本嚥下障害

臨床研究会抄録集：12． 

33） 渋木 瞳，真柄 仁, 井上 誠：身体的フレイル患

者に対する歩行機能訓練は口腔・嚥下機能を改善す

るか？，平成 30 年度新潟歯学会 第 1 回例会，新潟

大学歯学部講堂（新潟県，新潟市），2018 年 6 月 30

日，新潟歯学会雑誌  (0385-0153)48 巻 2 号 

Page118(2018.12)． 

34） 砂田悠香子，真柄 仁，竹石龍右，辻村恭憲，井上 

誠：舌挙上運動時における舌骨喉頭位と舌骨筋活動

の評価，平成 30 年度新潟歯学会 第 1 回例会，新潟

大学歯学部講堂（新潟県，新潟市），2018 年 6 月 30

日，新潟歯学会雑誌  (0385-0153)48 巻 2 号 

Page116(2018.12)． 

35） 吉原 翠, 鈴木 拓，辻村恭憲，井上 誠：麻酔下

ラットにおける喉頭 TRPV1 持続活性化がもたらす嚥

下誘発の変調．平成 30 年度新潟歯学会第 1 回例会，

新潟大学歯学部講堂（新潟県・新潟市），2018 年 6

月 30 日，新潟歯学会雑誌 (0385-0153)48 巻 2 号 

Page113(2018.12)． 

36） 市川 寛，小杉伸一，真柄 仁，白石 成，羽入隆

晃，根本万理子，石川 卓，亀山仁史，井上 誠，

若井俊文：当院における食道癌周術期摂食嚥下スク

リーニング検査と摂食嚥下訓練，第 72 回日本食道学

会学術大会，ホテル東日本宇都宮（栃木県，宇都宮

市），2018 年 6 月 28-29 日，日本食道学会学術集会

プログラム・抄録集 72 回 Page308(2018.06)． 

37） 伊藤加代子，枝広あや子，渡部芳彦，小原由紀，本

橋佳子，森下志穂，本川佳子，井上 誠，渡邊 裕，

平野浩彦：介護保険施設利用者における口腔機能向

上および栄養改善プログラムに関する質的研究，日

本老年歯科医学会第 29 回学術大会，きゅりあん（東

京都・品川区），2018 年 6 月 22-23 日，老年歯科医

学 (0914-3866)33 巻 2 号 Page142(2018.09)． 
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38） 井上 誠：咀嚼がもたらす摂食嚥下機能への影響，

日本老年歯科医学会第 29 回学術大会，きゅりあん

（東京都・品川区），2018 年 6 月 22 日，老年歯科

医学 (0914-3866)33 巻 2 号 Page104(2018.09)． 

39） 真柄 仁，白石 成，井上 誠：神経筋変性疾患患

者における舌圧と嚥下機能の評価，日本補綴歯科学

会 第 127 回学術大会，岡山コンベンションセンター

（岡山県，岡山市），2018 年 6 月 16-17 日，日補綴

会誌 127 回特別号，Page258(2018.06）． 

40） 竹井絵理，前田留美子，真柄 仁，辻村恭憲，竹石

龍右，井上 誠：米飯摂取時の食塊物性と筋活動特

性，日本顎口腔機能学会第 60 回学術大会，鶴見大学

会館（神奈川県，横浜市），2018 年 4 月 21-22 日，

プログラム・事前抄録集 Page30-31．． 

 

【研究会発表】 

1) 井上 誠：米および米加工食品開発に向けて．にい

がた摂食嚥下障害サポート研究会講演会，新潟県歯

科医師会館（新潟県・新潟市），2018 年 12 月 8 日． 

  

【受 賞】 

1) Kouta Nagoya, Shiro Nakamura, Tomio Inoue, Makoto 

Inoue: Functional properties of 

Phox2b-expressing neurons located in the 

brainstem for chewing. 3rd Japan Korea Joint 

Symposium Best Poster Award, Tohoku University 

Centennial Hall (Sendai) Japan, 2018.9.7. 

2) 真柄 仁，白石 成，井上 誠：神経筋変性疾患患

者における舌圧と嚥下機能の評価，日本補綴歯科学

会 第 127 回学術大会，日本補綴歯科学会第 127 回

学術大会 優秀ポスター賞（デンツプライシロナ賞）,

岡山コンベンションセンター（岡山県，岡山市），

2018 年 6 月 16-17 日，日補綴会誌 127 回特別号，

Page258(2018.06）. 

3) 竹井絵理，前田留美子，真柄 仁，辻村恭憲，竹石

龍右，井上 誠：米飯摂取時の食塊物性と筋活動特

性，日本顎口腔機能学会第 60 回学術大会，第 60 回

学術大会優秀賞，鶴見大学会館（神奈川県，横浜市），

2018 年 4 月 21-22 日，プログラム・事前抄録集

Page30-31. 

 

【その他】 

1） 嚥下内視鏡講習会，新潟大学歯学部（新潟県・

新潟市），2019 年 3 月 21 日． 

2） これからの超高齢社会に求められる先端歯科

医学研究．日本・アジア青少年サイエンス交流

事業さくらサイエンスプラン，2019 年 2 月

12-21 日． 

3） 辻村恭憲，竹内千華子：摂食嚥下の訓練．2018

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2019 年 3 月 26 日． 

4） 船山さおり，那小屋公太：食事介助．2018 年度

摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2019 年 3 月 12 日． 

5） 伊藤加代子：介護認定審査について，介護認定

審査委員のための研修会，新潟市歯科医師会，

新潟市総合保健医療センター（新潟県・新潟市），

2019 年 3 月 7 日． 

6） 那小屋公太，坂井 遥：摂食嚥下の仕組みと評

価．2018 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯

学総合病院（新潟県・新潟市），2019 年 2 月

26 日． 

7） 笹 杏奈，那小屋公太：言語訓練．2018 年度摂

食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院（新

潟県・新潟市），2019 年 2 月 12 日． 

8） 武田安永，伊藤加代子：高齢者の栄養．2018 年

度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2019 年 1 月 22 日． 

9） 船山さおり，竹内千華子：口腔乾燥症，味覚障

害．2018 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯

学総合病院（新潟県・新潟市），2019 年 1 月 8

日． 

10） 羽尾直仁，伊藤加代子：口腔ケア．2018 年度

摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2018 年 12 月 25 日． 

11） 那小屋公太，坂井 遥：摂食嚥下の訓練．2018

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2018 年 12 月 11 日． 

12） 船山さおり，竹内千華子：食事介助．2018 年

度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2018 年 11 月 27 日． 

13） 辻村恭憲, 羽尾直仁：「嚥下のスクリーニング」

勉強会，江南区口腔ケアと摂食嚥下を考える会，

きらとぴあ（新潟県・新潟市），2018 年 11 月

27 日. 

14） 井上 誠：摂食嚥下障害と経口摂取・栄養への

対応を考える．アボットジャパン勉強会，東横

イン新潟駅前会議室（新潟県・新潟市），2018

年 11 月 26 日． 

15） 羽尾直仁，船山さおり：摂食嚥下の仕組みと評

価．2018 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯

学総合病院（新潟県・新潟市），2018 年 11 月

13 日． 

16） 伊藤加代子，井上 誠：にいがた摂食嚥下障害

サポート研究会の紹介．新大産学交流フェスタ

2018，新潟大学五十嵐キャンパス（新潟県・新
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潟市）．2018 年 11 月 2 日． 

17） 伊藤加代子，羽尾直仁：口腔ケア．2018 年度

摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2018 年 10 月 23 日． 

18） 船山さおり，坂井 遥：口腔乾燥症，味覚障害．

2018 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総

合病院（新潟県・新潟市），2018 年 10 月 9 日． 

19） 笹 杏奈，辻村恭憲：言語訓練．2018 年度摂

食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院（新

潟県・新潟市），2018 年 9 月 25 日． 

20） 船山さおり：「歯の健康について～シニア世代

が気をつけたい口腔ケア～」平成 30 年度シニ

アカレッジ新潟，高陽荘（新潟県，上越市），

2018 年 9 月 18 日． 

21） 那小屋公太，鈴木 拓：摂食嚥下の訓練．2018

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2018 年 9 月 11 日． 

22） 伊藤加代子，井上 誠：口腔機能が「障害」さ

れる前にアプローチを!，日本女性医学学会

ニューズレター，24（1）：3，2018.09． 

23） 笹 杏奈，辻村恭憲：言語訓練．2018 年度摂

食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院（新

潟県・新潟市），2018 年 8 月 28 日． 

24） 辻村恭憲：VE の診方, 第 2 回新潟ＳＴ摂食嚥

下懇話会, 総合福祉会館（新潟県・新潟市）, 

2018 年 8 月 18 日. 

25） 羽尾直仁，那小屋公太：摂食嚥下の仕組みと評

価．2018 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯

学総合病院（新潟県・新潟市），2018 年 8 月

14 日． 

26） 味わうこと・飲み込むこと‐食べることの不思

議を体験しよう．ひらめき☆ときめきサイエン

ス，2018 年 8 月 9 日． 

27） 辻村恭憲：一歩進んだ食支援を目指して, 国立

病院機構新潟病院（新潟県・柏崎市）, 2018 年

8 月 3 日. 

28） 船山さおり，坂井 遥：食事介助．2018 年度

摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2018 年 7 月 24 日． 

29） 武田安永，辻村恭憲：高齢者の栄養．2018 年

度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院

（新潟県・新潟市），2018 年 7 月 10 日． 

30） 船山さおり，笹 杏奈：口腔乾燥症，味覚障害．

2018 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総

合病院（新潟県・新潟市），2017 年 6 月 26 日． 

31） 新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食嚥下リ

ハビリテーション学分野：噛むことから始まる

健康長寿．FOOMA JAPAN 2018 アカデミックプラ

ザ，東京ビックサイト（東京都・江東区），2018

年 6 月 12-15 日． 

32） 鈴木 拓，坂井 遥：口腔ケア．2018 年度摂

食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院（新

潟県・新潟市），2018 年 6 月 12 日． 

33） 伊藤加代子：お口の健康を守るために－口腔乾

燥への対応ー，にいがた膠原病つどいの会，新

潟市総合福祉会館（新潟県，新潟市），2018 年

6 月 9 日 

34） 那小屋公太，鈴木 拓：摂食嚥下の訓練．2018

年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病

院（新潟県・新潟市），2018 年 5 月 22 日． 

35） にいがた摂食嚥下障害サポート研究会ブース

参加：第 14 回新潟福祉機器展，新潟市産業振

興センター（新潟県・新潟市），2018 年 5 月

11-13 日． 

36） 辻村恭憲，鈴木 拓：食事介助．2018 年度摂

食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総合病院（新

潟県・新潟市），2018 年 5 月 8 日． 

37） 辻村恭憲，羽尾直仁：摂食嚥下の仕組みと評価．

2018 年度摂食嚥下セミナー，新潟大学医歯学総

合病院（新潟県・新潟市），2018 年 4 月 24 日． 

38） 井上 誠：ひらめきときめきサイエンス実施報

告，歯学部ニュース，平成 30 年第 1 号（133 号）

42-44，2018． 

 


